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論 文 内 容 の 要 旨
本研究の目的は，多種イオン徐放性フィラーである S－PRGフィラーを含有した自己接着性レジン系直接覆髄材













３．Nestin の局在は SRD－０群とMTA群において象牙質橋下歯髄にみられた。一方，DMP－１の局在は SRDのす
べての群で象牙質橋直下と深部歯髄に認められた。
４．２週と４週後における SRD－４の BO３３－，Sr２＋および F－の徐放量は，その他の SRDより有意に多かった。各 SRD
の pHは，硬化前は弱酸性（３．３０～５．５３）を示したが，硬化後は中性を示した。
以上から，SRDは硬組織を誘導することが明らかとなり，新規直接覆髄材として応用できる可能性が示唆された。
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